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　令和４年の輝かしい新春を迎え、謹んでお慶びを

申し上げます。

　平素から当協会の事業全般にわたり、会員はもと

より山梨県、県下消防本部及び関係諸団体の皆様か

らの各種事業の推進に深いご理解とご支援ご協力を

賜り、心から、厚くお礼申し上げます。

　さて、昨年を顧みますと、新型コロナウイルス感

染の世界規模での感染拡大（パンデミック）により、

経済活動の自粛や制限など感染予防策が講じられて

きたところであり、コロナ禍による特異な１年であ

りました。

　また、昨年延期となりました東京 2020 オリンピッ

ク・パラリンピック競技大会という国際的な大規模

イベントがコロナ禍の中で開催されました。こうし

たなか、感染予防と経済活動の両立が求められてお

りますが、依然として感染が拡大し、その長期化と

経済への影響が懸念されるところであります。

　消防用設備に携わる者として、火災による被害を

軽減するため、消防用設備等の法定点検や適正な機

能の確保に努め、災害に強いインフラの整備や災害

発生後の早期復旧策等社会全体をしっかりと支え続

けていくことが責務であり、社会的使命だと考えて

おります。

　特に、法定点検については、有事の際、確実に機

能させるためにも、消防設備士の点検業務に対する

責任を明確にするとともに、その信頼性の証として、

「点検済ラベル」の貼付についても引き続き推奨し

て参ります。

　当協会は、消防設備士及び消防設備点検資格者等

に対し、常に新しい知識、技術を習得するための研

修会等の開催をはじめ、「消防用設備等点検済表示

制度」に基づく点検推進指導員による「調査確認業

務」を一層充実強化して、安全・安心な地域づくり

に取り組んで参る所存であります。

　また、皆様の期待に応えていくためにも、最新の

消防行政の情報収集と技術の研鑽に励み、積極的に

事業の推進を図り、協会会員一人ひとりが鋭意努力

し、さらなる信頼の確保に向けて、関係機関と連携

を図り、社会公共の安全保持に全力を尽くす所存で

ありますので、より一層のご指導ご鞭撻をお願い申

し上げます。

　結びに、まずは、この新型コロナウイルス感染症

の難局を乗り切ることが最優先であり、このような

状況にあるからこそ、将来の防災行政の姿を見据え

た防災行政の課題を解決する役割を一層発揮してい

かなければならないと考えております。

　皆様方のご健勝とご健康を心からご祈念申上げま

して新年のご挨拶といたします。

一般社団法人山梨県消防設備協会
会　 長　中　村　巳　春
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　令和４年の新春を迎えるに当たり、一般社団法人

山梨県消防設備協会の皆様に謹んで新年のお慶びを

申し上げます。

　会員の皆様には、日頃より本県の消防防災行政の

推進に格別の御理解と御協力を賜り、心より感謝申

し上げます。

　さて、消防庁が昨年 10 月に公表した令和２年に

おける全国の火災の状況によりますと、人口 1 万人

当たりの出火件数を表す本県の出火率は 3.68 件と

全国平均の 2.73 件を上回る状況にあり、建物火災

が総出火件数の５割弱を占めていることから、建物

火災の防止に取り組むことが重要です。

　一昨年 12 月に愛知県名古屋市で、昨年 1 月と 4

月には東京都港区と新宿区で二酸化炭素消火設備の

放出事故が相次いで発生し、いずれも死傷者を出す

事態となりました。しかも、東京都港区の事故は、

二酸化炭素消火設備に係る消防設備点検資格者によ

る点検実施中の事故でした。これらの事故を受けて

現在、消防庁では特殊消火設備の設置基準等に係る

検討部会において、安全対策のあり方や関係者に対

する周知徹底方策を検討しており、今年度内に報告

書をまとめる予定となっています。

新型コロナウイルス感染症は、一旦落ち着きを見せ

ても再び流行を繰り返し、未だ収束が見通せない状

況ですが、会員の皆様には、日頃より培った知識や

技術を活用して消防用設備の点検を行っていただ

き、引き続き消防用設備の適切な設置や維持管理、

所有者への啓発などに御協力いただけますようお願

いいたします。

　結びに、一般社団法人山梨県消防設備協会の益々

の御発展と会員の皆様の御健勝を祈念申し上げ、年

頭の挨拶とさせていただきます。

　令和４年の輝かしい新春を迎え、一般社団法人山

梨県消防設備協会の皆様方におかれましては、健や

かに新年を迎えられたことと、心よりお慶び申し上

げます。

　また、平素より消防行政の円滑な推進に格別のご

支援とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、昨年、国内で発生した主な災害を顧みます

と、２月には栃木県足利市において林野火災が発生

し、地元の消防機関をはじめ、消防防災ヘリコプ

ターによる広域応援、緊急消防援助隊など、延べ２，

３４１名が出場したほか、自衛隊も災害派遣されま

したが、乾燥及び強風注意報が発令される中、火災

は拡大を続け、林野約１０６ヘクタールを焼失し、

鎮火宣言が出されるまでに２２日間を要す大規模な

火災となりました。

　また、１０月には、東京都調布市内の電車内にお

いて放火事件が発生するとともに、当消防本部管内

におきましても、一般住宅への放火事件が起こるな

ど世間を騒然とさせたところであります。

　今年度公表された消防白書によると、全国の出火

原因は、長年１位であった「放火」に替わり、平成

２９年以降は「たばこ」が 1位となっておりますが、

「放火」及び「放火の疑い」を合わせますと、依然

として 1位を上回る状況であります。

　山梨県消防長会といたしましては、県民の安全、

安心を守るため、火災警戒パトロールや火災予防啓

発などの実施により「放火されない」、「放火させな

い」地域を目指し、消防体制の更なる充実強化を図

るとともに、重大な消防法令違反のある防火対象物

への是正指導や住宅用火災警報器の設置及び維持管

理にも引き続き努めてまいりますので、会員の皆様

方におかれましては、より一層のご支援とご協力を

お願い申し上げます。

　結びに、一般社団法人山梨県消防設備協会のます

ますのご発展と、会員の皆様方のご健勝を祈念いた

しまして、年頭の挨拶とさせていただきます。

山 梨 県 消 防 長 会 会 長
甲 府 地 区 広 域 行 政 事 務 組 合
消防長　  萩　原　　亨

山 梨 県 防 災 局 消 防 保 安 課
課　 長　 伊 藤 公 仁



　　　　　　　　　　山梨県消防設備協会

発　番　号 日　　付 あ   て　先 発　信　者 標　　　題

事 務 連 絡 令 和 3 年 1 月 6 日 各都道府県消防防災主管課
東京消防庁・各指定都市消防本部 消防庁予防課

基準の特例を適用した検定対象機械器具等及び自主表示対象機械器具等
について

（情報提供）

事 務 連 絡 令 和 3 年 1 月 18 日 各都道府県消防防災主管課
東京消防庁・各指定都市消防本部 消防庁予防課 「大規模倉庫における消防活動支援対策ガイドライン」等を参考に防火安

全対策を講じた大規模倉庫の事例について（情報共有）

消防予第 361 号 平成 30 年 5 月 11 日 各都道府県消防防災主管課
東京消防庁・各指定都市消防本部 消防庁予防課 防火安全対策を講じた大規模倉庫の事例について（情報共有）

消 防 予 第 17 号 令 和 3 年 1 月 22 日 各都道府県知事
各指定都市市長 消防庁次長

「消防法施行規則第四条の二の四第一項ただし書及び第三十一条の六第
四項の規定に基づき、消防庁長官が定める事由及び期間を定める件」の
公布・施行について

消防予第 22 号 令 和 3 年 1 月 28 日 各都道府県消防防災主管部長
東京消防庁 ･ 各指定都市消防長 消防庁予防課 東京都港区における二酸化炭素消火設備の放出事故の発生について

消防予第 131 号 令 和 3 年 3 月 31 日 各都道府県消防防災主管部長
東京消防庁・各指定都市消防長 消防庁予防課長 「消防用設備等点検アプリ」の本格運用開始について

消防予第 187 号 令 和 3 年 4 月 15 日 各都道府県消防防災主管部長
東京消防庁・各指定都市消防長 消防庁予防課長 東京都新宿区における二酸化炭素消火設備の放出事故を受けた注意喚起

について

事 務 連 絡 令 和 3 年 4 月 19 日 各都道府県消防防災主管部長
東京消防庁 ･ 各指定都市消防長 消防庁予防課長 地下駐車場等に使用される二酸化炭素消火設備の点検作業等における労

働災害の防止について（情報提供）

消防予第 231 号 令 和 3 年 5 月 10 日 各都道府県消防防災主管部長
東京消防庁・各指定都市消防長 消防庁予防課長 電気を熱源とする調理用機器とグリスフィルターの離隔距離について（通

知）

消防予第 220 号 令 和 3 年 5 月 24 日 各都道府県知事
各指定都市市長 消防庁次長

消防用設備等の点検の基準及び消防用設備等点検結果報告書に添付する
点検票の様式を定める件の一部を改正する件及び耐火電線の基準の一部
を改正する件の公布について（通知）

消防予第 270 号 令 和３年５月 27 日 各都道府県消防防災主管部長
東京消防庁・各指定都市消防長 消防庁予防課長 消防用設備等の点検要領の一部改正について

消防予第 362 号 令 和 3 年 7 月 26 日 各都道府県消防防災主管部長 消防庁予防課長 エアゾール式簡易消火具の不具合に係る注意喚起等について

消防消第 412 号 
消防予第 522 号 
消防危第 234 号 
消防特第 207 号

令和 3 年 10 月 22 日 各都道府県消防防災主管部長
東京消防庁・各指定都市消防長

消防庁消防救急課長
消防庁予防課長
消防庁危険物保安室長
消防庁特殊災害室長

化学物質の審査及び製造等の規制に関する法律施行令附則第三項の表Ｐ
ＦＯＳ又はその塩の項に規定する消火器、消火器用消火薬剤及び泡消火
薬剤に関する技術上の基準を定める省令 の一部を改正する省令 の施行に
伴う留意事項について（通知）

　※詳細については、 総務省消防庁のホームページをご覧ください。 （http://www.fdma.go.jp/）

総務省消防庁からの通知 ・ 通達 （令和３年１月以降の主なもの）

2021 年度全国統一防火標語

    　 『おうち時間
　　　　　 家族で点検
　　　　　　　　 火の始末』
年度 入選作品 年度 入選作品

2021 おうち時間 家族で点検 火の始末 2010 「消したかな」 あなたを守る 合言葉

2020 その火事を 防ぐあなたに 金メダル 2009 消えるまで ゆっくり火の元 にらめっ子

2019 ひとつずつ いいね！で確認 火の用心 2008 火のしまつ 君がしなくて 誰がする

2018 忘れてない？ サイフにスマホに 火の確認 2007 火は見てる あなたが離れる その時を

2017 火の用心 ことばを形に 習慣に 2006 消さないで あなたの心の 注意の火

2016 消しましょう その火その時 その場所で 2005 あなたです 火のあるくらしの 見はり役

2015 無防備な　心に火災が　かくれんぼ 2004 火は消した？ いつも心に きいてみて

2014 もういいかい 火を消すまでは まあだだよ 2003 その油断 火から炎へ 災いへ

2013 消すまでは 心の警報 ＯＮのまま 2002 消す心 置いてください 火のそばに

2012 消すまでは 出ない行かない 離れない 2001 たしかめて。 火を消してから 次のこと

2011 消したはず 決めつけないで もう一度 2000 火をつけた あなたの責任 最後まで
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  令和 3年度消防設備関係功労者等表彰式が、11月5日(金 )東京都港区元赤坂の明治記念館において開催

され、永年協会の業務に貢献し、消防用設備等の設置や維持管理の適正化の推進に尽力され、防火対象物の関

係者に対し保守点検の重要性を啓発し、防火意識の高揚に努めた功績により、次の方々 が受賞されました。

 ◎ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◎　消防用設備等点検済表示制度推進優良事業所
　　　株式会社センティス２１（代表取締役　保坂剛志）　

令和3年11月5日　令和３年度消防設備保守関係功労者表彰　於　明治記念館

▲表彰式会場

▲受賞者(明治記念館中庭にて)
   向かって右から遠藤恵子様・
   中村会長・小山政孝様・保坂剛志様

若月　　剛　様 （山梨消防ポンプ 代表者)　
遠藤　恵子　様 （一般社団法人山梨県消防設備協会 主査）

株式会社センティス２１
 （代表取締役　保坂剛志）

小山  政孝 様（株式会社 小山電気 会長）消防設備保守関係功労者

消防用設備等点検済表示制度推進優良事業所

小山 政孝 様消防庁長官 内藤 尚志 様

消防設備保守関係者

▲受賞者（表彰式会場にて）
　向かって右から遠藤恵子様・
　小山政孝様・保坂剛志様

▲受賞者  若月剛様

消 防 庁 長 官 表 彰

一般財団法人日本消防設備安全センター理事長表彰
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●�1月20日(水)・21日(木)　甲乙同時防火管理新規講習実施
　会場：山梨県自治会館

●�2月9日(火)・10日(水）甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

●�4月27日(火)・28日(水）甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県自治会館

甲種防火管理新規講習

●3月3日(水)・4日(木）甲種防火管理新規講習実施
　　会場：山梨県電気会館

甲乙同時防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 78 17 61

乙　種 22 6 16 甲乙同時防火管理新規講習

令和３年中の主要事業

※消防設備士試験は下記のとおり。

　試験日：第２回：令和３年３月１４日(日)

　会　場：中小企業人材開発センター

●�1月22日（金)・25(月)�・26日(火)消防設備士試験準備講習実施
　会場：山梨県電気会館

消防設備士試験準備講習受講状況

試験準備受講者数

受講申請者 欠 席 者 受 講 者

甲、乙種第１類 2 0 2

甲、乙種第４類 5 1 4

乙 種 第 ６ 類 6 0 6

合　計 13 1 12

( １類 ) （４類）

（６類）

消防設備士試験準備講習

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 70 5 65

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 77 15 62

甲種防火管理新規講習

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 80 17 63
甲種防火管理新規講習

●�4月23日(金)�令和２年度決算監査
　令和２年度収入支出決算監査が、協会会議室において饗場紀仁監事、雨宮一三監事、柿島義大監事によって行われ、

会長及び事務局長以下職員が諸帳簿を提出して監査を受けた。



− 9 −

消 防 設 備 会 報 令和４年１月１日発行第６７号

●5月21日(金)�第９回通常総会開催
　令和３年度通常総会を山梨県電気会館において開催し、令和２年度事業報告並びに令和３年度事業計画及び収支予算書につい

て報告、令和２年度貸借対照表及び正味財産増減計算書について審議され、原案とおり承認された。新型コロナウィルス感染症の

感染拡大防止の観点から本年も昨年と同様、出席者を当協会役員とし、例年開催していた表彰式及び懇親会は中止とした。

　令和３年度山梨県知事表彰を、第一防災設備工業株式会社 代表取締役 丸山初様が受賞し、一般社団法人山梨県消防設備協

会会長表彰の功労表彰に遠藤恵子主査、優良保守点検事業者表彰に齊藤鉄也様(甲府冷暖工業株式会社 代表取締役)、長田三千

穂様(富士冷暖株式会社 代表取締役)、饗場紀仁様(五光電工株式会社 代表取締役)、甲斐田宏様(関東防災 代表者)が受賞した。

甲種防火管理新規講習

●�6月29日(火)・30日(水）甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

●�7月6日（火)・7(水)�・8日(木)消防設備士試験準備講習実施
　会場：山梨県電気会館

※消防設備士試験は下記のとおり。

試験日：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

会　場：山梨県地場産業センター

第１回：令和３年８月29日(日)

第２回：令和４年２月13日(日)

●�5月27日(木)・28日(金）甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

中村会長あいさつ 会長表彰　齊藤鉄也 様総会の様子 山梨県知事表彰 丸山 初 様

会長表彰　長田三千穂 様 会長表彰　饗場紀仁 様 会長表彰　甲斐田 宏 様

消防設備士試験準備講習

(１類 ) ( ４類 )

( ６類 )

消防設備士試験準備講習受講状況

試験準備受講者数

受講申請者 欠席者 受講者

甲、 乙 種 第１類 2 0 2

甲、 乙 種 第 4 類 7 0 7

乙 種 第 6 類 2 0 2

合　計 11 0 11

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 72 9 63

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 73 10 63

甲種防火管理新規講習
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甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 72 8 64 甲種防火管理新規講習

●�7月20日(火)・21日(水）甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 77 13 64 甲種防火管理新規講習

甲種防火管理新規講習

甲種防火管理新規講習

●9月15日(水)・16日(木）甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

●11月5日(金)�令和３年度都道府県消防設備協会長(理事長)会議催
　令和3年度都道府県消防設備協会長(理事長)会議が、東京都港区・明治記念館1階「曙」の間において開催され、当協会からは、

中村会長、望月事務局長が参加し、「消防設備点検資格者再講習のオンライン講習」についての説明が行われた。

防火管理再講習

●�7月15日(木)�防火管理再講習実施
　会場：山梨県電気会館

防火管理再講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

防火管理 34 3 31

防災管理新規講習

●9月28日(火)�防災管理新規講習
　会場：山梨県電気会館

防災管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 72 7 65

●10月13日(水)・14日(木）甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 73 9 64

●10月28日(木）・29日(金）甲乙同時防火管理講習実施施
　会場：山梨県電気会館

甲乙同時防火管理講習受講状況

講習区分 受講申請者 未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 62 11 51

乙　種 18 5 13
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●11月14日(日)�令和3年度山梨県地震防災訓練参加
　令和3年度山梨県地震防災訓練が、山梨市「山梨市役所駐車場」において実施され、当協会から事務局職員2名が

参加して、消防防災機器の展示啓発活動を行った。

山梨県地震防災訓練展示啓発活動 地震防災訓練の様子

消防設備点検資格者再講習受講状況

再講習実施区分 第1種 第2種 計

受講申請者数 55 51 106

欠席者数 0 0 0

再講習修了証明済者数 55 51 106

消防設備点検資格者講習受講状況

種別 第 1 種 第 2 種

受講申請者 53 48

欠席者 3 3

受講者 50 45

●�11月18日(木)・19日(金)�
　消防設備点検資格者再講習�(第1種・第2種)実施
　会場：山梨県電気会館

●�12月1日(水) ～ 3日(金)消防設備点検資格者講習(第1種)実施
　12月7日(火) ～ 9日(木)消防設備点検資格者講習(第2種)実施
　会場：山梨県電気会館

甲種防火管理新規講習

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 115 22 93

( 第２種 )

(第１種 )

消防設備点検資格者再講習

第１種 第２種

甲種防火管理新規講習

甲種防火管理新規講習受講状況

講習区分 受講申請者
未受講者
（欠 席）

受講者
（修了者）

甲　種 69 5 64

●11月25日(木)・26日(金）甲種防火管理新規講習実施
　会場：山梨県電気会館

●12月16日(木）・17日(金）甲種防火管理新規講習実施
　会場：大月市市民会館
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防火対象物の消防用設備等について点検推進指導員による確認調査

防火対象物の関係者は、設置された消防用設備等を定期的に点検し、その結
果を消防機関に報告することが義務付けられております。その点検実施者で、消
防用設備等点検済表示管理委員会が認めた表示登録会員は、点検で機能が正常
であるものに対しては適正の証として点検済票（ラベル）をはることとなってい
ます。その点検済票の貼付状況について、山梨県内の防火対象物を点検推進指導
員によって、適正な表示であるか確認調査等を実施しております。
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 この会報が皆様のお⼿元に届く頃、
コロナ禍はどうなっているのだろう。
不安は尽きませんが、希望を込め
afterコロナに思いを馳せました。
コロナの蔓延により「⾮接触」問題

が、⽇常に⽴ちはだかりました。
当社では、お客様から連絡を頂いた
案件は対応をさせて頂き、当社から
お声を掛けさせて頂く事は極⼒控え、
写真掲載のイベントも中⽌しました。
同じ場所から動けない不安が募りまし
たが、地域の皆様からの問合せに救わ
れる⽇々でした。皆様が⼤変な時にも
かかわらず、「ありがたい」と社員
⼀同感謝の気持ちで対応させて頂き
ました。 
 afterコロナ、地域の皆様に何を
お返しできるだろう。
「⾮接触」の世界は続くと⾔う意⾒は
ありますが、ボランティア活動、地域
⾏事への参加、お客様イベント実施
全て復活させていきたいと思います。
また、このコロナ禍で「対⾯」の重要
性を改めて実感しました。地域の皆様
の⾼齢化が進む中、Zoom、メール、
スマホの使⽤は、ハードルが⾼く
電話と対⾯、よりじっくりお話を聞く
事がコロナ禍での恩返しと思います。

コロナウィルス蔓延によりデジタ
ル化が進む中、企業として前進する
努⼒とデジタル化の裏側に⽬を向ける
意識を併せ持ちたい思います。

会員だより
甲府市上石田3-17-13

https://fuji-reidan.com

〜afterコロナ 地域密着次ステージへ〜

町内
河川清掃

ボランティア

三社諏訪神社
春まつり
休憩所

新宿
ショールーム

見学会

お客様へ
お年賀



− 14 −

消 防 設 備 会 報令和４年１月１日発行 第６７号



消防用設備等機器の
　   施工・販売・保守・申請書類

〒401－0301
山梨県南都留郡富士河口湖町船津 6663-63
TEL ０５５５－２３－２８７８
FAX ０５５５－２３－２８６７

株式会社　富士五湖防災
代表取締役　小池　春記

こいけ　　 はるき
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〒405-0077

サン防災株式会社

山梨県笛吹市一宮町坪井1005
T E L（ 0 5 5 3）4 7 - 2 1 0 8㈹
FAX（0 5 5 3）4 7 - 3 0 2 2

能美防災株式会社山梨県代理店

Planning

Design

Print

あなたに一番近い企業です

URL:https://kyonandoprint.co.jp/   E-mail:sales@kyonando.co.jp

〒400-0031　山梨県甲府市丸の内１丁目１０-１

パンフレット・カタログ・封筒・会社案内・ポスター・チラシ・情報誌・名刺

書籍・改ざん防止用紙・各種マニュアル・帳票類　etc

白澤　実
〒400-0806 山梨県甲府市善光寺 3 丁目 8-29

TEL(055)244-5190   FAX(055)244-5190
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刊 行 物 名 発行日 版・刷数 頒布価格
（税込）

出　版　社

消防
設備
士試
験準
備用

消防設備六法　　　　   　　 (令和3.4.1内容現在） 令和３年6.15 令和３年度版 2,310 

（一財）日本消防設備安全センター

第１・２・３類 令和３年 7.1 ９版 3,630

消防設備士受験直前対策 第４・７類 令和３年 7.1 ９版 1,540

第５・６類 令和３年 7.1 ９版 2,200 

消火設備編 令和３年 7.1 ９版 4,400 

消防用設備等基本テキスト 警報設備編 令和３年 7.1 ９版 4,510 

避難器具・消火器具編 令和３年 7.1 ９版 2,750 

電気と機械の基礎知識 令和２年3.1 １２版 880 

◂重要ポイント解説付▶
消防設備士受験対策例題集

法令編 令和３年 7.1 ９版 3,410 

第１類 令和３年 7.1 ９版 3,300

第４類 令和３年 7.1 ９版 3,300

第６類 令和３年 7.1 ９版 2,970

一般
図書

消防用設備等試験実務必携 令和元年11.1 １１版 3,850 

消防用設備等点検実務必携 令和３年8.1 １９版 4,290

防火対象物・防災管理点検実務必携 令和３年10.1 ４版 4,070

刊行物頒布価格表

　ご希望の図書がございましたら協会宛にお電話でご連絡ください。
　注文書を FAXいたしますのでご返送ください。

　①　協会で受け取る。
　②　安全センターから直送、協会からゆうパック等で送付。
　　　恐れ入りますが、送料実費半額をご負担ください。注文から 5日以内で納品予定。

納品後、請求書を送付いたしますので、お振り込みをお願い
いたします。
なお振込手数料は、貴社でご負担ください。

令和４年１月１日

一般社団法人山梨県消防設備協会
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１　注文方法 ３　支払方法

２　受取方法と納期
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ラベルは、全国統一デザインで 安全と信頼 の証です。

消火器設備

ラベルは、全国統一デザインで 安全と信頼 の証です。

点 検 済 票

見　本

見　　本

見　　本

見　　本

見　　本

見　　本

見　　本

見　　本

補助ラベル

消火器以外用

消防用設備等を設置したとき 消火器の薬剤の詰替えをしたとき 点検した結果不良の消防用設備等

ホース耐圧試験済証（漏水なし） 連結送水管耐圧試験済証（漏水なし） ホース耐圧試験済証（漏水あり）

消火器用
補助点検済票
（発信機用）

消防用設備の安全チェックはこのラベルで！！

一般社団法人
〒400-0851　甲府市住吉１丁目１-１１
TEL.055-223-0119  FAX.055-223-0124

山梨県消防設備協会

消防用施設等保守業者賠償責任保険加入済
点　検
種　別

点 　 検
年 月 日
次 回 点
検 年 月
発　行
番　号

点検事業者

点  検  済  証

防消 設備県梨 協山 一般社団法人 会

年　　　月　　　日

機器点検・総合点検

年　　　月

点　検
年月日
次回点
検年月

点検業者

ホース耐圧試験済証

防消 設備県梨 協山 一般社団法人 会

年　　月　　日

根元側　筒先側

年　　月

点　検
年月日
次回点
検年月

点検業者

耐圧試験済証連　結
送水管

防消 設備県梨 協山 一般社団法人 会

年　　月　　日

年　　月

見　　本

消防用施設等保守業者賠償責任保険加入済
点　検
種　別

点 　 検
年 月 日
次 回 点
検 年 月
発　行
番　号

点検事業者

点  検  済  証

防消 設備県梨 協山 一般社団法人 会

年　　　月　　　日

機　　器　　点　　検

年　　　月


